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す
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若
し
も
雛
し
い
名
前
か
出
て
來
れ
ば
、
よ
い
よ
ぐ
發 

音
の
練
習
ビ
な
つ
た
。
’一

章
に
倦
さ
が
來
る
様
で
あ
れ

Sv

ジ
ョ
ン
。
ラ
ス
务
ン
の
生
槌 

一
 

ニ
セ



第
t
七

怨
.(

四
四
〇)

0

錄
跄
會
拟
想
家
と
し
て
の
ク
ョ
ゾ
0
ラ
ス
キ
ゾ
の
^
妞

ば
其
れ
は
忍
»
を
養
ふ
敎
訓
^
し
てj

層
ょ
か
つ
た
0 

又
不
快
な
點
が
あ
れ
ば
，
：其
は
斯
く
の
如
ぐ
赤
裸
々
に 

述
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
に
は
何
か
そ
の
必
要
が
あ
つ
た
の
で 

あ
ら
ぅ
ど
云
，ふ
信
仰
を
得
る
敎
訓
ビ
し
て
役
立
つ
た』

X

前
揭
番
、
第

|

一
卷
第
一
：一
章
、
、第
四
十
六
節)

：..

ラ
ズ
キ
ン
の
著
*
に
現
は
，れ
る
聖
書
の
■該
陴
な
■る
知
，
 

識
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
#

ら
"れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は 

又
、
別
の
所
で
同
#
な
意
味
，の
事
を
述
べ
て 

『

辛
棒
强
い
、
正
確
，な
、
又
斷
乎
ど
し
た
牝
の
訓
練
に 

就
い
セ
私
が
員
ふ
所
は
_
に
私
が
/®
々
其
の
役
立
ち
を 

感
中
|る
$

*
の
知
識
：を
得
た
の
み
な
ら
す
、
之
れ
{:
ょ 

.つ
て
大
分
刻
苦
す
る
習
慣
を
，得
又
私
の
文
，學
的
®
味
の
，
 

M
も
善
き
も
の
I

つ
た
の
で
あ
る』

(

前
揭
書
、第
.

章
®
ニ
節)

.

.
:

!
此
の
靡
書
の
胡
讀
の
外
に
は
漱
句
の
詩
'の
暗
®

.ミ
p
li
い
、
佳
調
の
、
力
强
い
詩
し
：
で
め
る
类
し
い
昔
.の 

scstisll 

p
a
r
a
p
;
h
r

-P
J
s.n
l
.
:
;:
.
,.
ゼ

；
の
，課

目

が

め

つ

た

。

第

三

號

1

ニ
八 

就
い
て
ラ

ス

キ

ンは
音
に
對
す
る
私
の
耳
の
最
初
.の
修 

養
文
な
つ
た
も
の
で
ぁ
る
せ
認
め
て
ゐ
る(

前
«
書
笫 

四
十
六
節)

加
之
ラ
テ
ン
文
法
は
七
歲
の
頃
に
加
べ
ら 

、
れ
て
ゐ
た(

六
十
0

節)

铿
書
に
就
い
て
の
邸
の
與
へ
た 

I
:

課
業
は
ラ

ス
キ
ン
の
全
敎
育
中『

最
も
貴
重
な
且
つ
本 

I

:::

;®
的
の
要
素』

S

な
o
f
tの
で
ぁ
る(

前
揭
書
㈣

十
八 

I

節)

-

0 

一
、co

o
k

氏
は
氏
の
ラ
ス
キ
y
の
評
隙
でm

l
r

 Street

及 

'yi.Herne 

H

3.の
.wS

E
g
e
l
i
c
a
l

な
家
鹿
に
於
け
.ろ 
H

^

Hit
ラ
. 

.
ス
キ
ン
.に
ぐJ

つ
て
苦
し
い
誠
練
で
め
つ
たj} 

& 

c
3
y
d
o
n

 

JU 

此
の
揚
合
|:
.
は
逃
げ
湯
に
は
^
ら
な
か
つ
た
ミ
の
べ(

ヲ
ス
キ
ゾ

 ̂

第
一
卷1

〇
^
下
ム
り
三
行
间
ソ
近
|:
次
の
樣
に
游
い
て
ゐ
る
°

. 

*
- 

f
o
r

r?
.
s aunt, even:., more Evangelical 

& 

3P-
K'
3
o
?
e
r 

.
carried ...her relig

o--r d
o
w
n

 

to. the 

facial'circle of KOHnens. 

liy 

 ̂

0
3
. ̂

muttonlfor 

.
s
p
n
d
i
y

w*dinner,

.

. 

• 

• 

5 

(Life, 
vol..1,

づp.' lo-JJ.)

阱
し
玆
l:
l>
1
1氏
が 

Croydoa 

w
l
K
o
n
0

(tPerth 

の
誤
で
ゎ

.

る
。
1
しc

r
c
y
d
o
a

の
叔
他
即
ち
ク
ョ
ン*

ラ
ス
キ
✓
の
母
D
妹
、

R:‘chardson 

of 

Market

姉(

即
ち名

前
で
云
へ
ばB

‘idg:a Cox 

rMr 

後
者
：.u 

. 

> 

: 

St.、

。
.
を̂
艺
の
往
格
ル
ラ
ス
キ
ソ
の
每
叙
^
か
ら
我
の

.ラ
ス
キ
め0
母
>ー
の
性
格
ヵ
對
服
し
て
肢

|:
述
‘へ
ル
所
丈
け
で
I 

.
o
o
o
^
戍
0orcydon: m

々
の
仞
が
疑
は
し
む
：る

|;
:
充
分
で
わ
ろ
、

■::

然
名
に
又
ラ
ス
キ
ン
由
身
は
如
祝
制
の
中
.:
,
も
ー
人
の
的
助
即
ち 

P
e
r
t
h

の
伯
他(

ラ
ス
キV

の
父
I

姉)

に
就
い
て
此
の
S

冷

肉
の
警
V
彼

の

毋

讀

容

E
v
a
n
g
j
f
a
l

で
め
る
祺
ミ
>
 

g

V

V
ゐ
る
o (cf. 

p

l

l

a

,
 

I
,

念

I
,
4

 y

 .

同

双

の

讓

に

な

ゑ

}

M
u

o
n

中

p
t

i
t

a

の
：同
所
ド
於
い
て
別
|:
0
|

氏

:

の
本
文
丨
$
レ
て
の
訂
疋
义
け
往
雄
炎
の
無
ぃ
：所
♦

見
る
ゴ
’ 
■..同
^

の

I

o

n
デ
、
々

は

：明

か

^'
P
e
r
t
h

誤
で
わ
る
取
が
分
明
す
る
で 

•

わ
ら
ぅ
。

II
ニ
、
此
の
說
教
は 

c
o
m
i
c
o
j

 

の
：i

 c
#

-;:
s

l:F
r
e
d
e
r
i
c

 

H
o

r
l

u

の
評
g

u

u
次
の
慷
I

い
て
が
つ
て
ラ
ス
キv

が
決 

,

し
て
：
1

^

1

.
;t
*
ix
女
か
づ
?:
求
を
承
す
L

の
ミ
さ
代
て
な

s 

 ̂

 ̂

ôp 

p̂
a 

u
o
^
. 

$
 

I
f 

you 

 ̂

 ̂

I
 

1

^
 

6
0
 ̂

I
 

I
 

^
 

g
p
3
e

 

bc.

J
會

迂

ぺS
H
n
g
w
o
o
d
l
i
^

 

I

 W
o
r
k
,

 

v
o
l
.
:

p
 

p. 

2
,

Harrison 

I 

John Ruskin) p. 

II。

i 

o 

.

:
:

H
e
r
n
e

 

H
H
I

の
家
庭
は
極
め
て
靜
穩
な
秩
序
M
し

く

•

ぞ
し
て
質
素
*
家
庭
で
あ
つ
た
。(

a
£ M

v
y
M
a
t
h
e
r

 ■ 

第
十
七
猞

|

っ
た(

自
叙
解
第一

卷
三
十
九
節)

c
r
o
y
d
o
a

«:
の
交
渉
、
 

;は
段
々
^
く
な
っ
，て
行
っ
て(

同
十
一
節 

> 
四
十
S

 

I

參
照
>
*友
達
を
持
た
な
か
っ
た
ラ
ス
キ
ゾ
は
全
ぐ
鄉
® 

®

活
を
送
.っ
て
ゐ
た(

同
四
十
5

參
照)

：そ
し
て
- 

|

旣
に
0 .
ベ 

>た
樣
に
天
氣
の
ぃ
、
中
後
は
庭
に
-出

て『

土
'

|

デ
^
の
細
の
圍C

.

に
，.見
を
^
る
空
や
木
の
葉
や
小
石』

-，

;

な
ぞ
に
彼
の
想
像
力
を
結
び
っ
け
、「4

-
^

肷
紀
：の
世
界 

^
實
在
す
る
物
象」

を
基
.礎
ど
し
て
ロ
マ
ン
ス
の
“
域 

に
飛
蹓
で
4-
檄
會
4
^

て

鹿

た

謙

、
.第
二
^

十f

 

坑〕

&
は
彼
.か
病
的
の
好
奇
心
が
’ら
で
な
く
讚
歎
的
の 

驚
異
か
ら
あ
.ら
ゆ
る
^:
を
ち
ぎ
o,
て
^;
.た
り
^
.子
を
®
“ 

め
て
‘み
た
ぅ
し
た
事

を

.語

つ

で

ゐ

る

が

又

.
雜

の

m

m

¥;

s

j

mi

一i

九
，

j

i

-

r

i
5;
p
. 7:

.
p
r
l
a
a
,

 
I,

欲 

I
5
S
5
I
.

 4S) 

:

彼
の
母
«
龜
書
の
肋
潰
^.
其

他

：の

书

前

中

の

課

業

{:
於 

い
て
は
極
め
て
嚴
格
で
ぁ
つ
^

が
子
供
の
ヵ
切
及
ば
ざ 

る
以
上
の
雛
廳
を
課
す
ふ
祺
な
く
是
等
の
■
業
は
大
W 

|

午
贫
中
に
終
っ
て
午
後
0.
.
時
間
は
.全
部
彼
0
も
の
で
あ

j
)
.

 

Aホ
.

：
_ 

.
^'
.肋
會
丛
也
家
；
し
て
.
.«'
.
ジ
ョ
ン
，
ヲ
.ス
' キ
ン
の
屯
⑶



第
す
七
卷
.四
四
ニ) 

‘
雜

錄

の
知
識
の
發
展
に
就
卜
て
は
其
の
當
時
植
物
學
の
本 

は
皆
ラ
テ
ン
の
文
法
書
以
‘
h
.に
難
解
で
ぁ
つ
た
？
述
ベ 

て
ゐ
る(

自
叙
傅
第T:

卷
第
六
十
六
、
六
十
七
飾
參
照) 

又
家
に
ぁ
る
時
は
積
木
の
玩
典
や
其
の
後
手
に
入
れ
た 

*
の
玩
具
を
持
つ
て
遊
ん
だ
事
を
誌
し
て
ゐ
る
。(

是
等 

の
玩
具
がW

の
位
ラ
ス
キ
ン
の
斷
築
の
趣
味
に
影
聯
を 

及
ぼ
し
た
に
就
い
て
は
彼
出
身
こ
の
玩
具
の
お
^
で
彼 

が
滿
七
八
歲
に
な
A
以
前
に
魄
に
：『
觸
や
ァ
I
チ
に
於
：
 

け
る
實
際
上
の
安
定
の
法
則』

を
全
く
心
得
て
ゐ
/2

しヾ
 

述
べ
て
ゐ
る
。
丨
^
!叙
條
笕
一
卷
六
十
五
節
參
照}

彼
の 

父
が
ロ
ン
ド
ン
の
/£
炉
ら
^
つ
て
來
て
欧
ビ
其
の
日
の 

出
來
事
や
商
賣
上
の
.事
を
語
つ
た
o
相
談
し
：た
り
し
た 

後
で
夏
は
喈
く
な
る
迄1

同
で
®
に
過
し
た(

前
記
0. 

W
i
n
g
a
t
e

の
所
論
は
此
の
點
を
蹄
め
た
も
の
で
あ
る
ノ

)

$
1锶

一

三

0 

論
幼
き
ラ
ス
キ
ン
も
其
の
聽
手
の
一
人
で
あ
つ
た(

自 

叙
傳a

一
 

卷
四
十
五
節
、
六
十
八
節
參
照)

朝
の
*
書 

の
勉
强
に
加
へ
て
此
の
夜
の
朗
«
は
比
類
I

ラ
ス 

キ
ン
の
散
文
の
秘
密
を
吾
入
に
與
へ
る
も
の
で
あ
る 

(
A
d
a

 EarlandJ 

P. 

2
6
)
0

 

斯
の
如
き
が
ラ
ス
キ
ン
の
幼
時
を
圍
ひ
家
庭
の
有
様 

で
あ
つ
た
。
彼
は
是
等
を
以
つV

「
H
e
m
e

ffi
i
i
i

の
健 

全
な
る
喜
樂J 

(

四
十
六§

0

ど
云
つ
て
ゐ
る
が
彼
の
生 

活
の
冇
樣
に
對
し
て
は「

修
«
院
的
嚴
格
ビ
貴
族
的
威 

嚴」
(
1

?£
一
 

節)

ど

か「

ハ

ー

シ

、

ヒ
ダ
の
匿
庵
的
訓
育」

 

(

一
六
三
節)

ビ
云
.ふ
樣
な
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
典
し 

て
其
の
內
に
納
つ
て
ゐ
た
彼
0
身
の
姿
に
就
い
て
は
彼

一:
の
言
葉
が
最
も
ょ
く
其
の
光
最
を
墒
ぃ
て
ゐ
る
。

『
犬
體
に
於
い
て
"
私
’か
滿
七
歲
に
な
る
迄
の
內
に
" 

又
彼
の
父
は
極
め
て
流
.暢
な
朗
讀
家
で
ぁ
つ
た
の
.で
.彼

;精
神
的
に
は
極
め
て
獨
立
的
皮
な
り
兩
親
の
考
€
す
ら 

は
妻
の
編
物
を
し
て
ゐ「

る
間

にS
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e

の

喜

劇

違

つ

て
ゐ
た
。
其
し
て
他
に
何
等
賴
ょ
る
も
の
が
無
い 

史
劇
やS

c
o
t
t

 

E
X
S

 

Q
U
b
c
o
t
e

なW

を

朗

讀

し

た

勿
©

で
非
常
に
小
さ
い
、
得
々
た
る
、
滿
足
し
切
つ
た
、

社
會
M
想
家
と
し
て
の
ジ
日
ゾ*

ヲ
ス
キ
ゾ
の
纸
涯

自
惚
れ
た
、c

o
c
k
-
R
o
b
i
n
-
c
r
u
s
o
e

流
の
生
活
を
、幾
何 

學
的
動
物
に
は
、
i

の
事
に
相
違
な
い
が
，
私
に
も 

自
分
が
翁
宇
宙
に
於
い
：i

處
を
占
め
て
ゐ
；る
：の
だ 

ビ
思
へ
た
、
そ
の
中
心
織
に
納
り
返
つ
て
營
み
始
じ
力 

て
ゐ
た
の
で
ぁ
つ
た
。』

I, 

§ 

4
0

)

鼓
に
夂
彼
に
及
ぼ
し
た
家
庭
の
敗
響
の
全
部
^

ぁ

：
 

る

彼

■
身
此
の
影
響
を
-:
つ
に
分
け
て
、
幸
j'M
ど
不 

幸
ど
の
ニ
方
而
ど
に
：幸
福
に
風
す
る
も
の
e
し
て
ば 

ぐ
一)

思

想

©
作 

' 及
び
言
葉
上
の
平
和
^
云
ふ
事
の 

意
嫌
を
荒
全
に
敎
へ
ら
れ
た
事
、
：0
1)

服
從
ど
信
仰
の 

猶

質

に

就

い

て

完

全

な

，
る

迦

解

を

得

た

齊

:'(

三
_

ビ
ぃ
ー 

精
®
の
注
意
集
中
の
習
惯
を
#
た
事(

註1
)
(

四)

私
S 

| 

其
^
の
肉
體
上
の
感
覺
を
極
め
て
完
全
に
な
し
辱
た 

，事
、
等
を
摩
げ
®
に
；不
幸
ど
：も
勘
ふ
可
き
も
の
に
就
い 

て
は(

一
)

愛
す
可
き
も
の
が
缺
け
て
ゐ
た
事
、(

註
ニ) 

(

ニ〕

忍
耐
や
彼
の
力
®
の
試
驗
を
受
け
る
機
^
の
®
か 

つ
.た
事
、(

三)

動
作
の
適
度
、儀
禮
を
缺
い
■て
ゐ
た
»

、
, 

免
十
七
卷
S
四
三)

0 

0

社
會
想
怊
家
と
し
て

(

四)

彼
自
身
の
正
邪
の
判
斷
、
獨
立
的
行
動
の
力
が
容 

罗
丨
發
達
し
な
か
つ
た
事
？
等
を
擧
げ
て
ゐ
‘る

(

四
八 

節
以
下
五
三
節
迄
參
照
V

:

_

ラ
ス
キ
ン
は
此
の
幼
時
を
追
想
し
てT
後
に
可
な
& 

動
勉
し
た
營
に
、
私
の
分
析
的
能
力
を
形
成
す
る
に 
:

至
つ
か
辛
櫸
蔽
き
觀
察
ビ
、

JH
確
な
る
感
情』

以
外
に 

は
犸
殊
の
才
能
を
現
は
し
た
事
な
(

f

天
才
の
本
質
的 

，資
質
に
關
し
て
は
以
上
の
點
を
除
く
外
全
く
之
れ
を
缺 

t
て
ゐ
て
、』

彼
の
.『

記
憶
は
唯
々
平
凡
の
能
力
に
就
い 

て
ぃ
あ
つ
た』

(

六
〇
節
參
照
>

8)

丨
ゼ
し
讒
書
や
文
を
書
く
事
に
.於
い
て
早
熟
の
才
能
を 

持
つ
て
ゐ
れ
の
は
前
に
述
ベ
で
あ
る
が
滿
四
歲 

の
時
彼
のl

i

め
た
手
紙
は
K
補
で
あ
.
又̂
、
自
然
的
な 

も
の
で
あ
る
ビ
し
てK

 

H
a
r
r
i
s
o
n

は
寧
ろ
驚
い
て
ゐ 

る(John 

R
u
s
k

s*p. 

II. 

collinwoodlLife o
f
j
o
h
p

 

R
u
s
k
m
,

vs
o

opp. 

1
00
,

1

9
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
手 

紙
が
を
れ
で
あ
つ
て
其
の
引
用
は
、Library edition,

ソ
ミ
ン
。ラ
$

ン
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^

^g
^

ラ
ス
キ
ン 

の
自
然
に
對
す
る
愛
に
就
い
て
0
o
^
_
.
3
^
<
.
o
o
a

の
見
«

は
旣
に
述
ベ
て
お
い
た)

。

美
術
;:
對
す
る
.彼
の
..愛

着

は

、

併

し

乍

ら

，、
'
自

然

に 

、對
す
る
そ
れ
ょ
ら
も
後
の
事
で
ぁ
る
o
ラ
ス
キ
ン
は
向 

然
k
對
す
る
敬
虔
な
る
觀
察
を
以
つ
：て
彼
の
思
想
.
敎

義
の
出
發
點
€

な
し
て
ゐ
る(cf. 

Eagle's 

. 

K
e
s
t
.

奶

'『

實
に
彼
：の
若S

 .

時
代
は
_
し
き
風
景
e 
ロ 

.マ
ン 

テ
ィ
ッ
ク
な
地
€
を
求
め
尋
ね
て
ゐ
た〗

つ
の
不
斷
の
施 

行
で
あ
つ
た
。
彼
の
自
然
汶
齡
す
る
愛
は
美
術
に
對
す 

る
愛
ょ
な
も
ず
つ
ど
皁
く

*
達
し
て
ゐ
た
。
備
大
な
る 

:伊
太
利

の
美
術
に
對
す
る
彼
の
興
味
は
誠
に
不
m
心
纖
に 

も
後
に
な
つ
て
、
然
も
多
少
疑
は
し
き
方
法
で
以
つ
て 

現
は
れ
て
來
た
0-
で
ぁ
る
、
繪
#
、
彫
刻
、
建
築
等
の
併 

.太
利
美
術
じ
就
い
て
の
彼
自
身
の
理
解
を
語
る
に
最
後 

迄
で
彼
は
、
自
然
の
美
S

其
の
神
秘
ど

を
威
じ

ぅ

る
彼 

の
力
の
矜
ビ
確
信
を
多
少
缺
い
て
ゐ
た』

(

”
，
$

マ 

S
o
n

 —

 John 

Ruskin, 

p. 

15)

(

尙
ほ
此
の
點
に
關
マ
る
ヲ
ス
キ
'
\自
身
0 -
述

懐

に

就

い

て

は

-
自

敍
 

盔
第
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*
笫

：
ー
一
兩
常

|:
:就

い

.
て1
/\
四
0

¥
の
伊
太
*'
|
旅
行 

.
I:
際
し
て
彼
が
其
の
美
術」

對
1

-C
猶
ほ
允
分
な
る
瑰
解
か
洧
ぜ
ざ 

り
し
か
窺
认
ぅ
る
i

共1
1、

i

八
鬯
ー
年
の「

近
1!
»
;
_家
論」

執
纸
の
常 

時
の
彼
の
许
代
檢
辭
|:
..對
マ
><?知
識
0
缺
除
|:
關
し
ズ
.は

，

L
ibrary^

笫
十
七
港(

四
四
七)

..雜

錄

:;
社
#
思
想
家
？

」

し
ズ
の
ジ 
日
ソ*

ラ
ス
キ
ン
の
/f
e
M

第
：

Hi

鱗
：

i

H
3L



:.、V：

.第

.十

.七

铪

(

，
四

：
四

べ

)

0

錄

#

會

思

議
3

し
.て
办
タ
ヨ
ソ
*.ヲ
ス
キ
ゾ
の
坐
迪 

■ .
.
c
d
f
n

 

v
c
l
r'
I
.>
-
i
I
, 

p, 

x
x
i

*»
#

服

せ

ら

れ
.f:
c
o 
又 C

 
敘
媒
第
ニ 

.
:辟
第一
〇

一
頁
似
下
第
ー
‘门
四
節
池
ぴ
ド
同
じ
く
第
ー
一
三
節
以
.下 

' :

笫1

一
六
節
の
間
か
參
0

，
，其
處
|:
ヲ
ス
キ
ゾ
|1
:」

八
四
四
平
他
び 

ば
同
四
ポ
¥

み
明
|:
於
け
る
彼
の
併
太
利
美
術
に
對
す
ゐ
知
識
の
琰 

浇
かM

め
て
ゐ
る
。)

.

俳
じ
此
の
旅
行
が
ラ
ス
キ
シ
0
叙
述
的
能
力
に
大
な
.

|

 

ベ
刺
軟
ぬ
修
練
^
を
與
.へ
た
の
は
m
a
.で
ぁ
る
。
彼
は 

熟

心

に
是
等
の
旅
行
の
|:
-
1
)象
記
を
彎
ぃ
た
；
彼
が
文
章
一 

を
聲
き
は
じ
.め
た
め
は
，、
彼
，が
自
身
見
た
ヶ
、
ス
ヶ
ッ 

チ
し
た
リ
し
れ
事
物
に
就
い
て
^
ぁ
つ
た』

：
^
:
。
^
!
!
 ̂

w
o
o
d
s

.は

..其
の
仕
事
を
評
し
て
：

『

恰
も
大
.英
_
の
案
內
，' 

記
..か
地
名

辭
典
に
で「

も
，な

る
棒
だ』

ビ
述
ベ
て
ゐ
る1 

{
coilinprw

o.o
d
l
c
f
e

 

and /
w
o
r
k
.
o
f

 T. 

R
.

 

V
O
L

 

I, 

^

3

從
つV

 

&
等
の
旅
行
は
幼
い
ラ

ス

キ

ン

に
自
然 

の
貌
い
觀
察
激
と

し
ィ
の
練

赞
を
II
へ
を
の
；lt}
t
M.
^
V
J 

し
て
の

力
を
養
成
し
た
：の
み
な
ら
t
又

彼

が

絶

を
»!
■

く 

«
は
實
'に
迸
等
の
著
作
の
撺
窬
に
す
る
爲
め
4
あ
つ
た 

■ 

. 

Ibid.Y..-P,. 

2
4
V
O

第
ー
:»
雛

.1

三
：六 

ご
！-larry. and L

u
c
y

 
て
0

§
<
:1
1
1<
&0.
.
の
事
や
其
：の
ぃ
中 

に
载
せ
ら
れ
た
六
片
の
»
の
事
は
旣
に
簡
*
に
#S

 

た
。
是
等
の
も
の
が
如
何
な
名
意
義
を
廣
す
る
や
を
知 

ら
ん
^
>
.
欲
す
る
な
ら
ば
o
o
o
^
n
氏
の
ラ
ス
キ
ン
f#
m
l 

卷
こ1

〇
頁
以
下
を
參
照
せ
も
れ
た
い
o 
&
等
幼
時
の
作 

品
に
は
後
年
の
_佩
を
忍
ば
せ
ぅ
る
«

®
が
ぁ
る
バ
例
へ 

ば
虹
を
歌
っ
て
I:
,の
美
に
對
す
る
人
々
の
無
知
を
認
め 

た
詩
の
如
き
、G

l
s
f
a
r
g

 .
®

小
谿
を
歌
っ
て
後
年
の
ラ 

メ
キ
ン
の
壮
■
で
ぁ
つ
た
然
の
..風
暴
の
遒
德
的
黹
葸 

の
序
奏
ど
な
っ
2

八

一

一

六

年

の

詩

の

如

き

、

銳

ぃ

分
 

析
的
能
力
を
示
し
か「

時」

の
詩
の
如
き)

又

一

八
ユ
八 

年
の 

O
n

 

S
k
i
d
d
a
w

 

a
r
rc¥De

r
w
e
n
t

 

W
a
t
e
r

 

ミ
云
ふ1 

片

の

詩

は

ー

：

R

年
後
に
雜
誌
に
印
刷
さ
れ
た
ラ
.ス
‘キ
ン
‘镕 

i 

の
乍
沾
で
办
る
。(

c
o
o
k

 -
T
h
e

 Life 

of Ruskin,, 

V
O
L

 

I
,

 

v
v 

2
1-
2
5
.

是
等
幼
年
時
代
の
詩
に
就
い
て
は 

G
b
r
a
r
y

 edition, 
v
o
l
.
I
r
v

 

ニ
五
三
斑
以
下
を
參
照
せ

o ) 

• 

; 

, 

• 

.. 

X

旅
行
の
®
象
を
書
い
た
ラ
：ス
キV

の
幼
時
の
作
品
に 

は
文
學
的
價
値
は
少
な
.い
が
、
彼
が
如
何
に
®
く
可
き 

程
銳
い
自
然
の
觀
察
者
，で
あ
っ
た
か
、
父
を
の
思
想
を 

文
字
に
現
ば
す
に
如
何
に
驚
く
可
き
才
能
を
持
っ
て
ゐ 

た
か
：を
示
し
て
ゐ
る(

c
£

 

A
d
a

 

Karl

ぎ
a.
.丨
穴uskin 

w
n
d Ms

 drde, 

p. 

2
6
. 

F.. Harrison 

I }ohn 

E.uskin, 

o.
ばap, .

J
L
Q
o
l
l
i
n
g
w
o
o
d

の
見
解
に
就
い
て
は
にbrary 

_
o
n
'
V
O
L

 

II. 

ニ
五
：l
u
H以

下

是

等

の

，蹄

に

對

す

る
 

註
釋
を
參
照
。
觀
擦
カ
の
集
中
に
就
.い
て
：は
ヲ
ス
キ
シ 

:の
幼
時
の
影p

を
前
囘
に
の
ベ
..た

:彼
0
设
其
の
能
力 

G
對
す
る
見
解
に
就
い
て
は
、p&terita, 

I, 

§ 

1
1
9

^

^
i:
hj
a
s
s
a
g
e 

frau::.the M
,

 

s, 

of Pr 
扣 terita, 

ia

....

-
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;...

.

.

.

.

.

E
i
b
r
a
r
w

 

editicn, 

v
o
l
u
m
e

 

x
x
x
v
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?
6
100

參

照。) 

r

e

p

i

l

 ̂

0希

望

が

今

や

斯

く

し

，て

、

彼

の

® 

親
が
先
き
に
懷
い
て
ゐ
た

「

w

g

l
o-
b

,希

蕻

に

附

加 

§
ft
f2
°(

A
d
a
E
a
d
a
n
d
, 

i
b
i
d
.

.ラ
ス
，
キ
ン
の
幼
時
の

、
作

品

は

彼の
夂
の
極
め
て
大
な
る歡

喜

で

あ0
矜
で
あ 

第
十
七
猞
，

(

四
四
九

)

雜

錄

つ
ft
。——

此
の
父
の
態
.度
に
就
い
て
は
c
o
o
k
w 

Life

o
f

 

R
u
s
k
m
,

 

v
o
l
u
.
m
e

 

i
v p. 

2
7

 
S
e
p
.

參
照)

C
o
o
k

 

:

氏
は
此
の
時
代
の
若
き
ラ
ス-
キ
ン
を
評
し
て
陕
にr

少 

年
時
：代
に
於
い
て
一
個
の*
作
家
S

し
て
描
か
れ
ね
ば 

I

な
ら
ぬ』

ビ
云
つ
て
ゐ
る
ヽ(Ibid, 

p. 

2
7)

(
ラ
ス
キ
ン

自
身
の
囘
想
に
關
し
て
は
、
自
叙
傅
第
一
卷
、第
四
節
：、

:

第

！'六
一

t

飾
參
照
>
:ラ
ス
：キ
シ
の
詩
作
に
.就
い
て
は
乂
- 

後
:̂

語
る
.可

き

機

會

を

見

出

す

，
で

あ

ら

ぅ

(

少

年

峙

代
 

の
詩
は一

八
九.1̂

c
o
l
l
i
n
g
w
o
o
d

に
ょ
つ
て
編
纂
さ 

r一
 

れ

た

、

ラ
：
ス
：
キ
；

y
詩

集

第

j

卷

.

〔

.

j

八

ニ

六

‘丨
I

，
4A 

.
ニ
1
1年〕

の

中

に

見

出

さ

，
れ

る

.同
時
に
讀
者
は
^
が ゝ

如
何
ド
多
作
家
で
あ
つ
た
か
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
此 

ー
の
詩
集
の
其
の
部
分
は
«
0*
§

7 edition, 

VOL. I
I

の 

..第1U

編
を
爲
し
て
ゐ
る
、
前

にC
o
D
i
n
g
w
o
o
d

0
見
解 

又
は
註
#
ビ
云•

へ
，
：
る

は

此

の

詩

.集

に

彼

が

編

籙

者

«:
し 

て
附
し
れ
も
の
で
あ
る)

.

C
o
o
k

氏
は
ラ
メ
キ
ン
の
此
の
#

^

^
過
勞
か
ら
膦

社
會
©
想
家w

し
て
の
ジ
ョ
ン
•
：フ
ス
キ
ン
の
生
：# 

ノ

笫

；

一 :
_

 

i
Hセ
'



笫
十
七
怨(

四
玉
〇〕

雜

錄
 

を
救
つ
た
も
の
ど
し
て
繪
を
描
く
辦
ど
ノ
彼
の
自
然
科 

繆
的
硏
究
の1

一
つ
を
擧
げ
て
ゐ
る
。(

繪
練
習
並
び
に 

ラ
ス
キ
ン
の
才
能
に
就
い
て
は
、P3telita, 

v§
§

00
2
, 

1
3
9
,
00

5
-00
7
,CO
4
, 23

9
, 

2
t
,
各
節
參
照)

ラ
ス
キ
ン
が

然
科
學
的
の
舰
_

好
A
だ
事
は
彼
の
自
叙
傳
中
に
：
 

屢
々
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
• 

(cf. 

PBterita, 

I, 

§§. 

6
4
, 

6
7
,
00

3
, 10

6, 

1
0
9 

ン i
n
,

 

113' 1
19)

-ス
ス
キ
ン 

自
か
ら
生
.涯
の
事
業
が
囘
顧
し
て
パ
;

,
: 

;

:

『

Q
ol
t
t
o を
#
す
る
.
.

V」

:l
h
ハ
に 

G

ELilco... 

ょ 

b
,學

^
W 

を
私
に
得
せ
し
め

た

、

：㈣
^
|^
ま
ヵ
€
藝
術
家
的
感
受 

ft
e
の
均
衡
せ
る
諧
音』

で
-あ
る
^
述Y

て
ゐ
る
。

ベ Fors 

ciavi

rqera. 
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Life 

ofijv 

R
.
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V
O
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I, 

p. 

3
1
)

:;『

少
年
時
代
か
ら
彼
は
美
術
家
で
め
っ
た
併
し
幼
兒 

:

か
ら
彼
は
地
質
學
者
で
あ
つ
た

』

::
'ミ
彼
の
父
は
語
，つ
た 

(

c
o
o
k 

ibi

p*, 

p. 

3
2
)

 

F
. 

H
a
!

 H
s
o
n

 

は
.

に
揭
げ
た 

H
a
r
r
y
,

 and.,.,ILucy 
■.に
就
い
て
.：

『

少
年
時
代
1
2JH
し
ぎ

第

三

雛

1

H
A

プ
綴
方
、、
巧
み
な
る
書
方
"
文
一
學
的
表
現
，科
學
的
典
味
" 

疋
植
な
る
0
然
の
«
察
等
を
示
す
早
熟
性
の
か
ゝ
る
脎 

然
た
る
例
證
は
稀
れ
で
あ
る』

せ
述
べ
て
ゐ
る
9
 

一Huskln,. p. 

1
0

)
(

ラ
ス
キ
ン
自
身
の
之
れ
に
關
す
る
興 

:;
'
味
あ
.る
言
葉
.

は
：：

自

叙

傅

第

一

卷

の

六

十

11

一
節
に
見
出
さ

j 

.

從
つ
て『

锻
の
少
年
11
#

«
の
六
錤
は
彼
の
名
前
を
_
 

I

.'
術
批
評
の
一
體
系
ど
^
び
つ
け
る
事
で
な
く
て
、
鑛
物 

:.
■
■等
の1

體
系
に
結
び
つ
け
る
事
に
あ
つ
た
の
だ
。
彼
の 

靑
年
時
代
の
夢
は
®
が
英
吉
利
人
の
師
父
に
な
る
事
で 

|

な
く
て
、Geological 

S
o
c
i
e
t
y

の
總
裁
に
な
ら
ん
€ 

I 

す
る
事
で
あ
つ
た o』

(
c
o
o
k
—
T
h
e

d
f
e of 

Huskin, 

vol. 
I, 

p. 

3
2、

C
f

,*pr3;terita, 

I, 

§ 

1
0
9
)

::
斯
く
て
此
の
結
果
は
、A. 

W
i
n
g
a
t
e

の
言
葉
の
如 

■ 

く
、
後
の
ォ
タ
ス
フ
ォ
ー
ド
の
學
校
生
活
其
他
に
於
け 

:

,
る
彼
'の
性
格
のV

而
を
語
る
も
のV

な
る
。

『

科
學
的
並
び

.' に
難
術
的
氣
質
の
混
合
し
々
多
く
の

砒
會
思
想
家
と
し
て
の
ク
ョ
シ
*
ヲ
ス
キ
ゾ
-
の
生
诬

人
々
の
如
く
.に
、
ラ
ス
キ
ン
も
世
界
の
各
方
而
か
ら
の 

备
種
の
如
象
を
包
含
的
に
受
入
れ
だ
、
彼
は
此
の
時
代 

に
.フ
不
愉
快
に
见
は
る
、
.事
に
_
衡
家
が
注
意
を
集
中 

さ
せ
樣
注
す
る
時
感
す
る
囷
雛
を
同
じ
，く
感
じ
乍
ら
、
.

«
察
力
に
翁
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
科
學
者
的
銳
さ
を
持
つ
一 

て
ゐ
た』

(Life 

6f J
o
h
n

 

Ruskin, 

p. .39)

:
.佛
し
結
局
ラ
.ス
'キ
ン
は
普
通
：の
自
然
'科
學
者
で
は
あ
，j 

6
得
な
か
つ
.た
o
例
へ
ばJ

八
四
ニ
年
のp
a
m
o
u
n
i

 

\ 

人：

の
旅
行
はM

on
t
: B

b
n
c
0

岩
石
に
就
い
て
徹
底
的」

I, 

纖
察
を
企
圖
レ
た
地
»
學
晚
計
鲞
で
あ
つ
た
が
彼
は
單
：： 

に
岩
在
の
-
成
や
形
狀
を
科
學
漭
的
見
地
に
於
い
て
見
. 

る
事
に
滿
足
し
て
は
ゐ
な
か
'つ
た
"故
に
0
0
1
1
3-
^
0
0^: 

'は
云
ふ
o V 

\ 

.'
へro

l
a
m
o
g
i

に
於
い
て
彼
は
植
物
、
袋
石
又
は
雲
を
.
 

研
究
し
た
ノ
併
し
其
は
是
等
に
ょ
つ
て
繪
を
描
か
ん
ヒ
. 

す
る
美
術
家
ミ
し
て
；ぃ
は
な
い
、
!1
又

同

時

に

、
：
.
是

等

を
 

分

類

し

又

は
分
析

せ

ん̂

す

る

科

學

者
€:
し

て 

< 
は
な 

笫
十
七
卷(

四
五一

〕

雜
錄
砘
會
思
想
家
ミ
し
て

:い
9
彼
は
是
等
.の
.
事

物

の

各

相

貌

を

學

び

更

に

其

の

生
 

長
ど
構
成
ど
の
精
神
に
入
^
込
む
の
で
あ
る』

(Life 

a
na 

W
o
r
k

 

0

ヤ JV n
cskirv vol. 

I, 

 ̂

J
o
w

)

.
故
に
ラ
ス
キ
ン
は
是

等

：の
外
界
の
事
物
現
象
に
'精
神 

.
的
、
道
徳
的
意
義
を
附
與
し
て
認
め
ん
ビ
す
る
者
で
あ 

る
が
然
も
彼
の
自
然
觀
察
の
科
學
的
疋
確
ビ
精
密
皮
は 

Sir 

M
o
n
t
a
g
u

 

P
o
l
l
o
c
k

を
レ
て「

近
世
窬
家
罾」

ょ
り

肖
由
な
る
引
用
を
爲
さ
じ
め
、獨
逸
の
批
評
家
を
し
て
、
 

野
暮
な
る
哲
學
的
名
辭
の
下
に

ラ
ス

キ

シ

を

^
^
ロ
利
に 

於

け

る

：「

現

象

學

J

の

大

家

W

稱
贊
せ
し
め
た
0

S
 

w

T. 

C
o
o
k
—
T
h
e

 

Life of E.usk
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vol. 

I, 
p 

1
4
3

and 

its 

note 

2)

併
し
其
は
又
後
に
'於
.い
て
述
ベ
ら
る 

可
き
事
に
屬
ず
る
の
で
あ
る
。

,

卿11

旅
行
が
ラ
ス
キ

ン
に
及
ぼ
し
れ
影
響
に
就
い
て
は
上 

記
の
.ラ
ス
キ

ン
の
見
解
を
容
認
す
る
ど
し
て
も

其
は
英 

國
杓
地
の
旅
行
に
就
い
て
ヾ
あ
つ
て
^

It
旅
行
の
0;
#

の
'ツ
ヨ
>
0ラ
ス
キ
ゾ
の
屯
涯 

第
三
鱗 

一H:

九



犛
卞
七
怨(

四
五
ニ)

雜

錄

社

會

M
想
家w

し
て
§

日
ゾ
*ナ
ス
キ
ゾ
の
生
通 

第
；

1

ー

姚

1
g:rl」

ビ
は
別
間
題
ヤ
ぁ
る
。
火
陸
へ
の
旅
行
は
：

1

八
ニ
五
年 

に
；Paris; 

Brussel, 

W
a
t
e
r
l
o
o

へ
赴
い
れ
記
錄
を
別 

E

て
は
、

1
A
三
三
年
の
.ラ
ィ
ン
地
方
ょ
り
瑞
西
へ 

の
旅
行
を
以
つ
て
其
の
發
端
ビ
す
る
を
得
る
。
,前
者
に 

就
い
て
は
餘
り
澤
山
語
る
必
要
を
見
な
い：

(Cf. 

p
r
?

 

tedta. 

I, 

§
§
1
1
9-
1
2
0)

併
し
後
者
ね
就
い
て
は
ラ
ス
キ 

ン
0:
:法
酒
0
運
命
を
決
定
1,
:
た
も
の
^
し
て
其
の
傳
記 

中
に
棘
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
.ら
な
.い
o

1

八
三
.ニ
年1

1

月
八
.H
®:
ラ
ス
キ
ン
第
十
三
囘
の
_ 

一〕

ジ
ョ
ン
-

1

1
ム
ス
の
共
同
經

營

者
で 

ぁ
る
-

H
e
n
r
y

 T
e
l
f
o
r
d

が
彼
に
贈
物
^
し
‘て

T

 urner 

の
柿
繪
の
ぁ
、.る

R
o
g
e
r
s

の
著「

伊
太
利」

を
贈
つ
：た 

C

驻
ニ)

'
ラ
ス
キ
><
■
■は
.此
，
の

橄

繪

に
.於
い
て
，
.彼
：̂
懷S

 

で
ぬ
る
自
然
觀
が'

T
u
r
n
e
r
®

製
作
に
於
げ
る
そ
れyj 

一
致
せ
る
事
を
見
出
し
て
#

^
に
®
ん
だ
。『

彼
が 

が
3
€
”

0解
說
者
ビ
し
'て
'
:の

生

涯

に

'
於

け

る

仕

事

は
 

妓
.に
定
ま

つ

た

の

でぁ
る』

.■ 

(

c
o
o
las T

h
e

 ...u.fe 

o
f

Ruskin, 

V
O
L

 

V
P
.

 

3
4)(

®

5

一
 

八
三
三
取
の
春
雜 

は
'
.

prout.

の 

sketches', in

ノFlanders 

a
n
d

 

G
e
r
m
a
n
y

を
求
め
た
。
其
處
に
描
か
れ
れ
驚
異
の
天
地
を
値
に
賴 

に
-ょ
つ
て
父
s
共
に
眺
め
喜
ん
で
ゐ
た
ラ
ス
キ
ン
は
、

\

像
の1

言
.に
ょ
つ
て
其
を
現
實
に
見
る
の
機
會
に
接
し 

一
：
た
。
I斯
し
て
二
八
！U
H :
#
の
意
義
ぁ
る
大
陸
旅
行
は
企 

\

て
ら
れ
た
。(cf. 

Praeterlta 

I, 

§

00

、

其

の

八

十

八

節
 

一
に
は
ラ
ス
キ
ン
が
未
知
の
世
界
に
對
ず
る
强
い
愤
れ
を 

\

以
，つ
：て
此
の
旅
行
の
仕
度
を
し
て
ゐ
る
W
が
.語
ら
れ
て 

\

ゐ
る
。
又
此
の
旅
行
に
就
い
て
は
溶3

9
へ

9
0
. Chap.

一';
与

參

照

)

\
驻

.1、

此
，の
贈
物
の
雄
代
に
就
い
ズ
は
ヲ
ス
キ
ン
自
か
ら
そ
の
班
碗 

|

か
疑
つ
て
ゐ
る
。
彼
は
三
ご
牟
で
ゎ
つ
た
か
又
は
！1}
!

「

印
ア
も
つ
た
，
 

か
を
疑
問.

W

し
て
ゐ
る
、C

o
o
k

氏
の
評
傅
L
Llt
三
ニ
？

^
つ
て 

,ゐ
る
。o

o
u
i
n
g
w
c
c
d
:

は
其
か

十
掛
间
の
誕
坐
次
し
て
三
三
取
じ
じ 

て
ゐ
ゐ
。
パLi

f
e

 

a
n
d

 

w
o
r
k
,

 

vol. 

I, 

p
p
.

 4
4
, 

45,. .46" 

2
&〕

#7

.

.

.談
侦
づ
れ
I:
し
て
も
ラ
ス
キ
ン
0

^
ふ
如
く
^

大
な
^
相
違
で
!!
^

い
。
此
0'
旅
行
の
彳
蔽
核
の
帥
_

ミ
な
つ
?:
の
は

前

記

.の 

s

f
 

c
h
e
s

 

n
. 

-

A

s

a推
の
四
方
I：
發
：行
さ
れ
ぺ
ゐ
て
、
族
‘行
後
常

•，
-
■'
a .

V

 

X
J
- A.
ス
の
''謎

出

日

五

ガ

十

 

^
3
2
^
.
濟

ま

，
せ

て
:|
1
ハ
.
.
， 

.

の
翌
日
の
十

,:
=
!;
始
ま
つ
た
0

で
わ
ろ
か
ら
し
て
把(

の
順
字
'
2は
；
 

河
等
_

化
‘

ヤ
じ
て
は
ゐ
乜
“

。(

唯
遗
憾
な
の
|1
一
 

九
0

0
故
狄 

rrC
o
l
l
i
n
g
w
o
o
d

 

.の

.Li
f
e

 

o
f 

s

s

k

i

n

^

^

#.
ll
^

r:
)Q
-^
l:
，

....’

 

coulng

-̂opd 

..
が
纸
^
の
^
«1
す
.る
，.
1
4
^
. 

and 

w:o
.
r
l
c
. 

( 

I
.
.
A
九 
ニ 

r
#肩
文
.

> 

似
後
に
嗍
何
な
石
訂
正
ゼ
試
み
ナ
る
ゃ
如
明
か
に
し
雛
い 

:
:
,
琪
で
；
ぁ
る
。
此
の
點

11
”
^
#が
凇
嵇
笫
，
埘
5
艰
年
}月
號
の
本 

■.
'
識
：の
拙
稿
！

1

於
V'
tLife and W

o
r
k

I:
就
い
て 

c
&
n
g
w
o
o
d

 

.r
办
誤
♦ 

w
. T.> Co

o
k

迪
に
ふ̂
ズ
疋
し
<:ぶ
石
が
水
常
か
云
へ
ぱ 

丨
 Collingwood 

の Life .of .nuskincDoo). 

'4»
參
烺
し
て
云
々
マ
.

■
ぺ
合
を
芷
常
ミ
考
ふ
ろ
故
|-
玆
/
2
1
.
民
附
訛
す
る
の
で
ぁ
る
0
:;
';

:

,
■

1、

此
の
‘贈
肩
が
サ
ス
キ
ノ
の.

T

 s
n
e
r

に
對
す
.石
#

敬
^

決
-足 

l
u 

A
め
從
つ
て
^

ラ
ス
キ
ゾ
の
後
中
活
か
决
宠
し
r:
w

梁
ミ
な
つ
た 

爲
め
k

、
其
の
贈
-

i-H

で
わ
る， T

e
'
f
o
r
d
:

が

ラ

ス

キ

ン

の

兩

親

(:
ょ
つ 

1

タ
.ァ
ナ
ア
狂
の
职
2
!と
し
て
背
へ
ら
れ
て
ゐ
广
。

o
f
. PA

e
t
e
r
i
f
a

I
V
‘ 3
 

:

.

;

#
;今

fi
f
-'L
ラ
ス
キ
ン
は
目
か
ら
彼
の
讥
想
が
決
し
て
此
の
外
的
の 

一
堪
件
め
爲
め
に
決
史
<£
ら
れ
た
も
の
.で
7<
c

い

填

^

主

艰

し

て

日

く
 

『

此
め
書
物
は
私
が
タ
ァ
ナ
ス
の
作
品
を
漱
分
じ
注
邋
し
て
眺
め
る 

.
,壤
の
出
來
れ
最
韧
の
方
妞
’

わ
つ
た
、
で
私
が
私
の
生
鹿
の
努
カ
の 

金
傾
的
か
此
の
贈
物
に
^

ら
し
め
/:
ミ
し
：て
も
先
づ
多
少
の
理

|-
|
:
1
は 

無
く
む
な
い
o

が
忡
贸
_し
或
.ふ

新

方

丽

か

來

さ

し

め

た

出

來

^

|-
-
、

.■'
1

際
|1
;

か
、
る
出
來
45
:
|:
說
要
性
4 >
認
め
る
作
質
が
在
る
の
で
わ
る

:

七

卷

(

g
5r
三)

雜

錄

&

M
餌
¥

?

が
そ
の
，性.質
の
全
琪
惝
の
決
定
原
因

^
求
め
様
ご
ず
る
の
|1
"傲
傲
な 

&
0
0
々
潘
の‘大
な
/7
<錯
課
.て
わ
*
0
O要
す
*
1:
注
;1
$ 
^
又
#
ベ 

ら
れ
な
け
れ
ば
对
ら
«
:̂
點

.|
1
我
が
タ
ァ
ナ
ァ
の

作
：：

r»
»か
见
r;
ti
r
l:
,

賊
|:
;1
1(

4>
理
解
す
る
辦
が
川
來
た
ど
云
ふ
^
で
わ
る
-
コpraeter-

I. 

i
t
p

I- 

I 

&

:

;

.

..
\

1
八

三
-£
部

の

旅

行

は

Calais,

, Bl-usŝ
ls 

.
堅
私 

\ 

c
o
o
g
u
e

に
赴
き
、
ラ
ィ
ン
河
をStrassburg

迄
b

i 
\ 

s
a
c
k

 .Forest 

を
經
て
、Schaffhausai

に
ft
き 

B
a
s
r

 

\ 

Bevne,. inte.rlach

s:. 

Lucerne, 

Z
u
r
i
c
h

、等
を
經
て 

\

瑞
w
を
-11

巡
しConstance

ベ
出
で
-フ
ィ

x

p
ir
c
^
r
e

'
.
.
.
.
. 

. 

.
-■ 

I . 

.

\ 

'迄
上 

b splu

c/QIeli 

を
越
へ
て
；
'o
o
m
o
;

」
Milan, 

G
e
n
o.
a 

一
に
出
で
、
引
き
返
し
1:Sfmplorv,,

を

越

へ

^: 

j 

至
-

cn 

c
h
a
3
Q
u
n
i

 

を
見
.で

1
^
0
1
1
5
,
,

 sj'on 

を
觀
て
辟 

つ

た

大

旅

行

.
で

ぁ

つ

だ

。

ラ
ス
：
'キ

ゾ

が

『

自

然

の

解

說
 

者
ヒ
し
て
の
生
涯
.の
仕
事』

：
が
決
定
し
た
の
は
、
此
_の 

s

Eraml.aus.en

か
ら
始
め
てK

ル
グ
ス
の
連
峯
を
望
ん
ぱ
.
 

瞬
時
に
於
い
.て
で
め
る
。.

(

其
；.の

間

の

.
歡

喜

に

就

い

で

は
 

p
m

 l,:c

晷

.
V
I

參
照
、
又
同
書
第
二
卷
第
在

そ
の
.
^
, y 

y

の
：电
51
ト
リ「

场

i

「

©■
. 

J



$

七

猞

(

四
玉
四
} 

0

錄
社
好
思
想
家W

し
て
の
^K

シ*

ヲ
ス
キ
ゾ
の
生
禅
.

第
a
號

一
四
ニ

〇
節
に
於S

て
は
此
0
ァ
ル
.フ
ス
連
峯
の
遠
望
を
以
つ 

て
、『
創
造
に
於
け
る
，

仁
.慈
な
る
意
思
の
直
接
の
示
現』 

ビ
稱
し
て
ゐ
る
")

:此

の

旅

行

の

微

喜

：
を

ラ

：
：
ス

キ

シ

自

，

の
.
言

葉

に

聽

く
 

な
ら
ば
次
の
如
く
，で
ぁ
る
。

.

:::『

其

は

私

の

持

っ

て

ゐ

れ

乏

，
し

い

僅

か

許

K
Vの
力
が 

全
部
極
度
に
緊
■
し
て
し
ま
つ
だ
程
私
を
興
奮
せ
し
 ̂

れ

。
：
私

は

確

か

に

 

> 
同
じ
經
驗
を
感
•じ
た
事
の
な
い
人 

に
は
全
く
記
述
し
雛
い
性
質
の
、
又
量
で
云
へ
ば
此
の
，
 

三
ヶ
月
の
間
に
、
多
く
の
入
々
私
全
生
涯
中
に
持
ち
ぅ 

る
以
上
に
璺
富
び
，
熱
情
的
幸
福
を
得
た
の
，で
ぁ
る』

：
 

cprwterita, I, 

§0
0)

卜
：此
奴
旅
行
は
：彼
の
文
學
■
才
能
*
通
じ
て
其
の
結
果 

を
示
し
て
ゐ
る
。
勿
論
彼
は
忠
實
に
日
記
を
つ
け
て
ゐ 

た
が
®
に

『

之

は

®

の

先

づ

始

め

て

印
刷
さ
れ
た
散
文 

:

の一:

_
ど
、
餘
並
び
に
繪
窬
に
於
.，い
て
大
望
を
懷
い
た 

:針
■
^
t起

す
機
會
で
あ
つ
れ』

.
 Qaudius.... L

o
u
d
o
n

の
經
營
し
ftMagazine 

of Natural 

History 

に
ラ 

ス
キ
シ
の
ラ
ィ
ン
河
の
水
色
、
キ
ン
•
ブ
ラ
ン
の
地
層
に

■

關
す
る
硏
.究
が
載
せ
ら
れ
た(

同
誌
、1

八
三
四
年
九

，月
"
十
二
月
號)

是
は
勿
論
：旅
行
の
所
產
で
ぁ
つ
て
一 

八
三
三
年
の
末
並
び
に
其
の
翌
年
は
、R
o.
-
g
e
r
s
のItaly 

を
眞
似
し
た
詩
の
紀
行
文
ど
そ
の
柿
圖
を
か
く
の
に
忙 

し
か
つ
た
。(

九

一

節
及j

三
九
節
參
眼)

是
等
の
詩
の 

ぁ
る
も
の
は
後
^

Friendships 

offering 

©
に
载
せ 

ら
-れ
た
。(

旅
行
の
詩
に
就
い
て
は
ラ
ス
キ
ン
全
集 

library 

edit
i
o
n

第
ニ
卷
第
三
編
、j

八
三
三—

三
四 

年
の
項
：Ac

c
o
u
n
t

 

of a 

T
o
u
r

 

on the 

Continent 

參

.
M)

::'.

.
同
三
三
年
に
ラ
ス
キ

ン
は
大
學
に
入
り
或
は
僧
5£
職 

に
就
く
爲
め
の
準
備
)!
:
し

て

は

u
n A

n
d
r
e
w
s

や 

R
o
w
b
o
t
h
a
m

の
敎
育
丈
け
で
は
不
向
き
な
の
でH

e
s
e

 

H
i
U

 

に
近
い 

QJ-。

くひ L
a
n
e
0
^
g

 
く‘ Th

o
m
a
s

 dale 

の
ft
營

す
る
私
學
校
に
.通
.ひ
.出
し
た
。(cf.. Prssterfta

I, 

§§ 9
I
,
i
)

そ
し
て
旣
に
述
べ
れ
樣
に
間
歇
的
に
ニ 

：
る

記

述

w

を
具
へ
ft
、
か 

> る
散
®
な
る
.敎
育
は
、
”

-

年
間
此
の
學
校
に
居
た
。
ラ
ス
キ

ン
.0
正
規
の
學
校
^

;;
'
:
ヅ

ソ

ン

の

言

葉

に

從

へ
ば
：r
自
然
を
美
術
のH

グ
ァ

シ 

■育
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
、
极
‘

I

八
三
六
年
ロ
ン
ド
ン
デ
ェ
リ
ス
ト
や
熟
達
せ
る
：文
體
の
大
家
を
生
み
出
す
の 

のXing College

^
同
セ
く 

氏
の
英
文
學
に
關
,に
は
理
想
的
な
方
法
で
あ
っ
た
が
又一
方
に
は
、
彼
が 

す

る
講

義

を

一

週

.
に

2
:
日
»
き

に

行

っ

ゼ

).(p§
terita . 1.

堅
實
な

る
思
想
家
、
■近
代
社
會
の
合
理
的
改
造
家
た
ら

1,
1

2
0
5)

此

の
a
に
關
す
る
々
リ
ン
ン
の
見
解
は
當
つ 

て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
？

ぃ

ぃ

:『

自
然
の
®
や
又
詩
で
散
文
の
雌
作
に
浸
さ
れ
て
ゐ 

た
、
：.か
く
も
早
熟
な
V
銳
感
0
子
供
は
何
等
小
學
兒
童
：

:

的
鉍
育
の
指
導
を
必
.要
^

1
な
が
.つ
た
。
而
し
て
斯
か 

:
る
場
合
に
通
例
ぁ
る
如
_く
彼
が
受
け
れ
小
學
校
的
敎
育 

は
恐
ら
く
援
助
e
な
る
ょ
り
も
寧
ろ
邪
魔
^
な
つ
た
で 

あ
ら
ぅ
。』(P. 

1
5
)

.

-

.C
o
o
k

氏
も
彼
.の
tj
ff
l
の
敎
育
に

は

彼
を
ち
や
ん

 ̂

し
が
學
者
に
仕
上
げ
る
_

な
何
：も
の
も
無
が
つ
れ
ど
：述

ベ
T 1
ゐ

る

(

G
cr
*
J
.
a
r
y 

edition, 

vol. 

I, 

p. 

x
x
e
wし

: 

. 

. 

. 

.

.

.

文
不
斷
办
旅
行
ビ
彼
の
觀
察
ぜ
る
所
の
も
の
、
倦
ま
ざ

第

ヤ

七

盤(

叫
五
五)

：

_ン
錄

；

社
會
思
想
冢
ミ
し'

1ん
t
す
る
事
を
不
可
能
な
ら
し
め
12
の
で
あ
つ
た』
 

(Harrison, 

p. 

1
8
〕

典
は
兎
に
角
ラ
ス
キ
ン
はi

八
ニ
五
年
肋
膜
炎
を
病 

つ
てD

a
l
e

氏

の

學

校

を

や

め

た

,°
そ

し

て

踺

康

に

な
 

b
次
第
端
西
へ
旅
行
す
る
約
束
が
出
來
ラ
ス
キ
ン
は
善 

び
の
中
に
其
の
仕
度
を
し
た(psterita J, 

§ 
3

『

私
11
空
の
靑
色
か
11
か
る
爲
め
に
靑
度
針
な
コ
パ
か
ト
で
锻
し
マ
つ 

く
り
、
.地
質
學
上
の
觀
察
の
爲
め
！1#

.

の

わ

る

ノ

ー

ト
ブ
夕
.
ク

や

乂 

雄
築
の
ス
夕
タ
チ
0

爲
め
|:
角
热
^
思
ひ
附
会
^

も

侧

-い
一
呎
尺
の 

つ
い
て
ゐ
る
大
き
な
四
折
判
紙
ミ
か
求
め
れ
。
萸
じ
此
の
旅
行
の
出 

來
壤
や
印
象
^

、

u
o
p 

J
u
a
n

の
.ス
タ
ィ
少
|:c

p-ilde 

の 

そ
れ
か
巧
み
|:
合
乜
て
，
詩
文
日
詛
'|
;
费
令
表
は
5

ぅ
ミ
決
め
六』

.
此
の
旅
行
の
最
初
の
部
分
に
關
し
て
は
自
叙
傅
第
一 

卷
第
九
：章
に
M

ら

れ

て
ゐ

る
。
此
の
時
の
道
顺
は
怫
蘭

:I.
 
.

. 

*

ツ
ジ
！

B
X

•

ラ
ス
キX

の
生
、遮

ゅ
 

第
さ
號 

5
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四
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パ)

.
雜
錄
社
會
紙
想
家
ぐ」

し
て
の
ジ
目
ゾ
？ラ
ス
キ
ン
の
^
池

笫
I

1

四
四

西
を
*
て
.-Geneva, 

C
b
a
m
o
u
n

 
ぐ
^
行 

& Great St.
.
.

■
..
 

I

 

-
;

.

.

.

.
'

B
e
r
n
a
r
d
,

C/W
I
S
S

 

ODerland 

を
就
れ 

I
l
s
s
b
s
c
k

 

に
進 

み 

Stelvio 

を
®

へ
て 

Venice 

に
.入
.
 ̂Salzbury, 

narlsruile, Strassburgv 

?2
1&
を
經
て
戾
つ
た
。(cookMS 

T
h
e

 Life 

of R
u
s
k

B'vol. 
I
P
.

 

43) 

C
o
o
k

 

氏
は
妓 

K

ラ
ス
キ
ン
が『

健
全
な
る
^
働
蹵
喜
悅』

；と
^
入
る
入 

ロ
を
見
出
し
於
事
.

(

3
技
€
1
^
. 

” 

§

1
00
0
.

)

.
を
認
め
て 

殺
が
被
の
主
國
の
別)

方
®
に
入
つ
た
機
會』

が
ぁ
る
 

V」

じ
て
ゐ
る(

c
o
o
k
V

 op. 

clt, 

p. 

4
. 1

評
し
く
は
- 

prse

ffrita 

J, 

§ 
1
9
4に
就
：い
て
參
照
せ
ら
れ
た
い
J
 

:
艾
旅
村
の
結
晶
は
殆
ど
彼
の
地
質
學
的
又
は
他
の
科 

學

的

：
獅

察̂
含
ん
だ
散
文
日
記
ビ
其
の
柿
繪
e
に
現
は 

れ
た
是
等
の
中
が
ら 

L
o
u
d
o
n

 

の
.Magazine 

of 

H
a
t
u
r
a
r
H
i
s
t
o
r
y

へ
の
原
稿
が
提
供
さ
れ
^

0

9
穿
a
q 

eei
t
o-
I
r
,

 

vol.」
I'Introdc

'otioa. 

x
x
x
-
x
x
x
l

 

夕
此 

の
旅
行
の
詩
及
び
韻
文
體
の
手
紙
其
他
の
節
錄
に
關
し

t-
ttl

b
:
d
;
.
v
o
l
.

 

I
r
.
p
p
. 

3
9
S
-
4
4
； S

.
「

第
1
1
1編

1

八
三
，

を
始
め
て
見
て

'

T
c
s
e
r
':

の

柿

繪

に

歡

び

を

見

出

し

介

五
年」

參
照—

 c
o
o
k

 
丨Th

e

 

Life of Riiskin, 

V
O
L
'
I
'

 

七
'
4
2
-
4
5
.

書
作
に
關
し
て
はp

ミ
？

w
a I” §'' 2

3
9

 

又 

A
.

 

Wingate 

o
p
. 

cit, 

p. 

1
9 

參

照

。

此

$
’
ラ
ス 

キ
ン
の
地
質
學
的
«
0

に
富
ん
だ
白
記
は
.動
6

す
る
ど 

|

遨
け
る
.が

如

き

華

麗

な

る

記

述

に

轉

じ

去

ら

ん

)£
し

て

一
ゐ
る
、Library 

edit

o'l,

ぐ OI. 

I
,

で
.xxxi)

\
『

1
A
三

ニ

年̂

o

g

sの

㈠
£
SJ
.の
®
物
ビ
、

一
 

| 

八
S
六

年

d
o
i
c
q 家 

0 娘
達
が 

H
e
r
n
e

 

H
i
l
l

を

. ̂

一
：れ
れ
時
€
に
苴
る
：期
間
は
ラ
ス
キ
ン
の
生
涯
中
最
も
举 

|

福
な
時
で
あ
つ
た』

€

E
a
.
d
a
n
d

は
ラ
ス
キ
X

W
の
第 

| 

:

一
 

章
の
：終
に
*

い
て
ゐ
る
o:
一
 

八
三
六
苹
は
ラ
ス
キ
シ 

にW

つ
て
意
義
：に
富
：め
る
年
で
め
つ
ft
。
其
は
彼
の
初 

1ノ
戀
の
記
錄
め
る
ど
共
に
，
.新
坐
活
に
X
る
第
一
步
が
決 

定

さ

：れ

セ

部

で

ぁ

0
|2
。
'
'

I 
i
l
l
-
.

.

ラ
ス
キ
ン
.が」

A

三I

一
 

年
にR

o
g
e
r
s

の
、
口 I

t
a
l
y
,,

の

は

彼

こ

そ

は

眞

に『

山
嶽

の

，眞

矬』

を

描

き
'#
た
S

家 

で
あ
つ
た
か
ら
で
め
る
。

(cf. 

p
r
s
e
t
e
d
t
a

 

n

 

§ 

1
2
)

1

八41!

六
年
に
此
の
#
象
は
'
ノ
 Juliet and 

ller 

Nurse..)

.

R
o
m
e

 ..from、.Mount 

Aventfne.: 

p M
e
r
l

 

c
u
r
y
「a
n
d

: 

,

A
r
g
u
s
.

ゴ:

:の
一
ー
.凝
の
作
品
を
腿
覽
し
た
。
 

然
る
：に
：土
に
揭
げ
ら
れ
た
第
一
の
作
品
に
a

い
て 

alaclcwood 

ぺ

 Magazine。

誌
上
の1

文
がHcrner 

> 
-乍 

II
を
加
へ
た
.0
此
の
批
評
は
若
き
ラ
ス
キ
ン
：を
極
度
丨 

怒
ら
せ
た
彼
自
身
次
の
如
く
云
ふ
。

.『

此

の

評

論

は

私

を

眞

赤

に

な

る

程

^'
ら

せ

た

(C
r*

00
a

3o
U .

e>

o
ri*

趋
レV
六
' 

世
0

宠
ス
は
'親
如 

:

:』
fplfserita, 

I,

こ 非 て

.
に

も

次

の

樣

な

返

事

を

奥

れ

た
 

§ 

243)

T
u
r
n
e
r

の
返
事
は
ラ
ス
キ
ン
の
好
意

€
努
力
を
威
 ̂

し

た

後

で「

此
の
様
な
事
柄
に
は
係
は
ら
な
い」
旨
ん 

述V

II
I
に
タ
ス

キ

ン

の

書い
た
厫
稿
を
洲
翹
の
繪
の

ri
c 

有

者(Ivrr.vM

目ro 

o
f

^
§3
.
1
-

)

に
送
对
し
て
差

4:
卜 

き
や
否
や
を
聞
き
あ
は
せ
て
ゐ
る(

此
の
手
紙
の
日
盼 

は

同

年
十

月

六

日)

：
此

の

稍

冷

や

か

な

る

Jl
ff
i
i± 

c
o
n
i
n
g
w
o
o
d

に
よ
つ
て
次
の
織
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る<

.
"-
I及
ク
韶
論
は
私
を
眞
赤
に
な
る
程
怒
.ら
せ
た
.
• ： 

• |

そ

こ

で

此

，の

時

に

は

も

ぅ

文

章

を

書

く

自

分

0
カ

に

も

：
|

'

^

3
は
此
の
苦

さ

戦

ま

^

る

>
/
-
>
: 

.t 
.
产
 

ŵ/
 

ブ
-«
1 

.へ，

.

. 

■ 

_

_

_

ヌ
タ
‘ア
ナ
ア
の
作
品
の
魅
力
，.に
就
.い

て

も

又

"
4に 

力
：の
み
な
'ら
ず
眞
實
の
經
驗
を
持
つ
て
；

Q

た
の
さ 

t

!
相
當
の
自
信
を
持0

て
ゐ
た
の
セ
、B

l
a
c
k
w
o
o
d

 

k
反
駿
を
書
い
た
:

.然

し

私

：の
，
父

は

其

の

公

に

す

る
 

に
先
立
つ
て
タ
ア
ナ
ア
の
許
可
を
得
る
の
於
芷
し
い
さ 

考
へ
て
、
そ
，.こ
で
私
は
}.生
懸
命
に
上
手
に
寫
し
て

背
卞
七
狯(

四

览

方

雜

凝

馨

盟

f
 

Lて
の
ジ

\

全
く
正
し
か
つ
だ
ノ
其
の
論
文
姒
滿
十
七
歲
め
少
年
化 

i 

t
て
は
極
め
て
赞
明
で
あ
つ
た
に
は
違
ひ
な
い
が
、
罾 

然
未
熟
な
所
が
め
徒
に
ジ
3
ン
*
ラ
ス
キ
ン
が
未
だ 

fi
れ
て
ゐ
な
い
、
討
論
を
引
$
延
す
0
外
に
何
等
效
果 

を

上

げ

得

な

か

つ

，
た

で

あ

ら

ぅ

。

而
し

..て
、
〃.又

然

る# 

は
、m

o
d
e
r
n

 

p
a
i
f
r
s

の

代

々

に

：吾

々

は

、

ン
•」

フ

ス

キ

ン

の

生

涯

丨

S

號

一

四

3£
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柯
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八)

，
雜

錄

砘

#*
思
想
家w

し
て
の̂
®ジ
0
ラ
ス
キ
ソ
の
生
褪 

第
a
號一四六

れ
ら
れ
て
し
ま
ふ
評
論
雜
誌
の
頁
の
上u

、
即
意
當
妙 

.の
返
答
の
、
不
滿
足
な
數
行
を
持
ち
得
た
に
過
ぎ
な
か 

0
12
で

あ

ら

：ぅ
』̂

「ooilingw
o
o
d
l
L
i
f
e and work., 

vol. 

J, p. 

6'o
o。E, 

T. C
o
o
k

 
氏
も
之
の
時

か
ら M

o
d
e
r
n

 

P
a
i
n
t
e
r
s

の
著
述
に
到
る
迄
で
の
勘
間
は
ラ
ス
キ
ン
の 

カ
を
_
意
す
る

の
に
役
立
つ
^
も
の
で
あ
る
^
し
て
ゐ 

る 

o cf. 

Library edition' v
o
L

 ill, 
p. 

x
i
x
)

E
に

C
o
i
H
n
w
o
o
d

は

Herner

,が
此
の
若
き
戰
士
に
對
し
て 

溫

か

い

態

度

を

實

際

執

っ

：
^

^

ら

ば

其

の

結

果

如

何

ど
 

云
ふ
に
就
い
て
、
或
は
ラ
ス
キ
ン
の
將
來
の
誤
を
救
ひ 

得
れ
か
も
知
れ
な
い
が
又
彼
の
ょ
り
大
な
名
個
性
は
失 

は
れ
て『

一

人

のT
u
r
n
e
r

、
一
 

人

のR
u
s
k
i
n

の
代
り 

に
®
々

は

唯

々

：
一

人

の

:Tu
r
n
e
r

と
そ
し
て
彼
の
鄕
記 

々
者
皮
を
持
つ』

に
11
:

ま
つ
ft

で
あ
ら
ぅ
ぞ

述
ベ
て
ゐ 

る

(Ibid.)

:

:

,
併
し
此
の
二
篇
は
W

か
に
ラ
ス
キ
ン
穴
身
も
認
め
て 

ゐ
る
如
く
に
、

『
M
o
d
e
r
n
s

 P
a
i
n
t
e
r
s

の
第
 

一
$』

で
あ

る
。(PI* 
ぉ terita, 

I, 

§

to
*

‘
W

HGo
o
k

 
氏
は Library 

edition 

の

g
c
d
e
r
n

 

Painters, 

V
O
L

 

i
l
.の
緖
言
に
於 

:
い
て「

ォ
ク
ス
フ
ォ
K
卒
業
生
：

」

の
匿
名
の
下
に
書
か
れ 

た
此
の
傑
作
の
眞
髓
.ど
な
れ
る
一
論
文
は
ォ
ク
ス
フ
ォ 

|:

丨
ド
入
學
許
可
の
一
迥
間
前
に
：書
か
れ
れ
ど
し
て
、
此 

，
の

理

由

か

ら

此

の

一

篇

を

^
罾
の
末
庳
に
附
し
て
ゐ
る 

_Library edition V
O
L

 

III, 

V xviii 

~

)

一 
ジ
ジ
ン
は

『

JC
の
熟
誠
に
於
い
て
、
其
の
自
然
の
愛
に
於
い
て
、
又 

其
の
充
溢
せ
る

®

に
於
い
て
、
其
は
全
く
立
派
な 

I. 

H
u
s
k
i
n
i
a
n

 

で

あ

り

又

誠

に

■
M
o
d
e
r
n
.

 

P
a
i
n
t
e
r
s

 

'
の
序 

|
 

-

文
で
あ
る

』

ド
-

考
，へ
る

(
J
.

 

R
s
k
i
n
;

 

V

 

3

 

(
B
i
a
c
k
-

 

| 

w
o
o
d

 

M
a
g
a
z
i
n
e

誌
の
非
難
、

ラ
ス
キ
ン
の
其
れ
に
對 

1

す
.
る

反

駿

の

梗

槪

ヌ

M
o
d
e
m

 

P
a
i
n
t
e
r
s

ビ
の
趣
絡
：
 

に
就
い
て
詳
し
く
は
、
m

l

h

.

O
o
o
k
—
T
h
e

 

L
i
f
e

 

o
f

 

R
.
u
s
k
i

.pv
o
l
.

ぐ p
p
.

 

4
9
-
5

1

 

參
照)

此
の
：出
來
事
の
數
週
後
に

'

(

同
年
十
月)

ラ
ス
キ
ン
は

ê
n
t
l
e
m
a
n
-
c
o
m
m
o
n
e
r

マj 

て
オ
ク
ス
フ
ォ

—

ド
大

^

:

へ
の
ス
學
が

許

可

.：せ

ら

れ

C
h
r
i
s
t

 

c
h
u
r
c
h
.

へ
學
II
*

を
故 

く
？：：r

:̂
な
つ
た O

(
g
s
t
i
e
m
a
n
-
c
o
m
m
o
n
e
r

 

の
事
、
及
び 

オ
ク
ス
.ク
ォ
ー
ド
入
學
の
_
情
に
關
し
て
は 

H
L

§
:^
1
-ヒ
3
參
照)

-
八
三
七
兮
正
月
彼
は
母
ビ
共 

に
オ
ク
ス
フ
ォ
I

ド

に

至:>
其

の

翌

日

の

タ

方

彼

は
 

f

 Peckwater 

の
彼
の 

Coiiege s
o
m

 

に
か
、い 

r.
、

成 

力
ら
の
生&

を
獨
り
で
營
ん
で
行
か
ラ
ビ
す

る
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